














Formations and Changes of o-Dihydroxyisofl avones in the Soybean Koji
Fermented with Various Aspergillus spp. and the Antioxidant Activities of Koji


























される 8種類の麹菌（種麹）を使用した。その菌株の種類は，A. oryzae KBN 606，KBN 
















光純薬）の超音波処理によって得られた単分子膜のリポソーム（small unilamellar vesicles: 
SUV）溶液（1mg/mL）の 100μLに，10mMりん酸緩衝液（pH 7.4）600μLおよび試料溶
























　8 種類の麹菌（A. oryzae KBN 606，KBN 919，KBN 930，KBN 943，KBN 950，KBN 










KBN 606株（A. oryzae）で培養した大豆麹（図中の左最上段）においては，製麹日数 1日目，
2日目，3日目，6日目で，酸化率はそれぞれ 85％，81％，72％，66％となり，製麹日数
の経過とともに麹の抗酸化力は増強した。この大豆麹の抗酸化力の増強は，いずれの麹菌
を使用した場合にも同様に認められたが，その程度には差があった。KBN 919株や KBN 















































ダイゼインの 8位の水酸化反応によって生成する 8-OHDは，製麹日数 3日目までほぼ直
線的に増加し，3日目の含有量は 24.5mg／乾物 100gとなった。すなわち，配糖体より生
成したダイゼインが，順次 8-OHDに効率良く変換されたと考えられる。また，ダイゼイ
ンの 6位の水酸化物である 6-OHDは，2日目に 7.8mgの含有量を示した。他方，ゲニス
テインの 8位の水酸化物である 8-OHGは，製麹 1日目に生成し（8.5mg／乾物 100g），そ
の後消失した。KBN 943株における ODIの変動も，ほぼ KBN 606株に類似していたが，
8-OHDは 3日後も増加を続け，6日目には 27.4mg／乾物 100gの含有量を示した。図中に
は示さなかったが，KBN 930，KBN 950，KBN 1010株の ODIの変動もこの菌株のパター
ンに似ていた。また，KBN 969株では，これら ODIの生成量は極めて少なかった。
A. saitoiにおいては，8-OHDは KBN 943株と同様に増加した。特に，ODIの中で最も
















活性（100－酸化率）は，試料濃度 10μMにおいてそれぞれ 4.8および 15.6と微弱であった。
他方，8-OHDおよび 8-OHGの活性は，それぞれ 89.3および 92.2となり，顕著に強い抗
酸化性を示した。また，6-OHDの抗酸化性も強く，8-OHDの活性とほぼ同程度であった6）。















深層部中の 8-OHDおよび 8-OHG量を測定した（図 5）。この味噌玉麹の表層部における






































8-OHGの生成を認めることができた。今後，8-OHDや 8-OHG生成能の高い A. saitoi菌や A. 
oryzae菌を用いて，大豆麹中のODI含量を高めるための培養条件等を検討する必要がある。
　他方，本実験では，「各種麹菌で培養した大豆麹のもつ抗酸化能」についても検討した。








　また，本研究は平成 10～ 11年度科学研究費［基盤研究Ｃ２研究課題番号 10680152］の助成
を受けて行われたものの一部であることを付記する。
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